	調　　査　　部


　　　　部長　松　村　一　人（川口・神根中）
今年度も、新型コロナウィルス感染症の影響が続き、各学校では、集合型の対面による会議が自粛されたり、学校行事にて保護者や来賓を招くことができなかったり、規模を縮小しての教育活動が行われたり、やむなく中止となることもあった。このような状況の中、部としての会合がなかなか持てず、３年連続で部全体としての活動ができない結果となった。そのため、今年度も具体的な調査活動が未実施であり、一昨年度及び昨年度に続き、調査部の概要と今後の方向性について報告したいと思う。
１　本年度の役員
· 部　長　松村　一人　（川口　神根中）
· 副部長　小川　敏明　（川口　十二月田中）
部　員　和久井功雄　（新座　第三中）
　　　　池田　耕司　（鴻巣　赤見台中）
　　　　中村　健二　（川越　南古谷中）
　　　　小野川和史　（嵐山　玉ノ岡中）
　　　　矢口　岳人　（秩父　吉田中）
　　　　内田　隆一　（神川　神川中）
　　　　森田　　豊　（深谷　上柴中）
　　　　小海　昭彦　（加須　騎西中）
　　　　野辺　茂樹　（越谷　大袋中）
２　活動の基本方針
調査部の令和４年度の基本方針は、前年度の活動未実施に伴い、下記の３点を柱に進めていこうと考えた。
1  全日本中学校長会教育情報部への協力

2  埼玉県中学校長会の目的達成に沿った機能的調査活動の充実

3  会員の意識高揚に役立つ調査活動の実施

３　活動計画

調査部の令和４年度の活動計画は、下記の３点を考えた。
1  研修会を年３回開催する
（コロナウィルス感染症の影響で中止）
2  私立中学校等への進学者数等調査を継続して実施する
（コロナウィルス感染症の影響で未実施）
3 その他、必要な調査を実施する

４　次年度に向けて
　令和５年度は、新学習指導要領での教育活動が全面実施されての３年目となる。そうした中、これからの社会の変化や時代のニーズに即した学校教育活動における調査研究が必要になっていく。本来ならば、新しい教育活動も円熟期に入り、いろいろな成果をシェアリングするための調査研究が必要であろうが、今年度も感染症禍での制限された教育活動であった。その一方で、ＧＩＧＡスクール構想による一人一台のタブレットＰＣを活用した新たな授業形態やオンラインによる授業が展開されていった。各校の様々な取り組み実践について、例えば、タブレットＰＣの活用状況や活用方法の実態調査、オンライン授業の取組状況や実践状況等といった調査項目を検討することが考えられる。また、現在の学校教育の現状や課題となる視点で、校内研修の持ち方、コミュニティースクール導入における教育効果の実態把握、特別支援教育の状況、今後の部活動の在り方、教職員の働き方改革の取り組み等といった調査研究を進めていくことも考えられる。
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今年度も、新型コロナウィルス感染症対策の影響により、調査部全体では、調査、研究を進めていくことができなかったが、中学校教育の更なる充実、発展に向け、新たな視点に立った、調査研究を実施したいと考えている。今後、学校教育において、新型コロナウィルス感染症の影響がどうなるか、先行きはまだまだ不透明であるが、「Ｗｉｔｈコロナ」を前提とした埼玉県の中学校教育の更なる充実、発展のために研究を進めていきたいと考えている。
